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,

言

おおにぎれ

っちも
こっちも

「お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
」

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表

福
井
　
純
子

田
住
い
さ
い
き
サ
ロ
ン
は
、
年

間
九
回
の
行
事
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
。

四
月
は
、
庚
申
堂

で
の
お
花

見
。
五
月
は
、
雲
光
寺
の
花
祭
り

で
お
釈
迦
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
初
め
て

聞
い
た
の
で
す
が
、
お
釈
迦
さ
ん

は
生
ま
れ
て
直
ぐ
に
、
東
西
南
北

に
歩
か
れ
、
「天
上
天
下
唯
我
独

尊
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
、
「か
け
が
え
の
な
い
自

分
自
身
の
命
が
、
世
の
中
で

一
番

大
切
」
と
い
う
意
味
で
、
「自
介

だ
け
で
な
く
ヾ
他
人
の
命
も
大
切

に
、
他
人
を
思
い
や
る
心
を
も
ち

な
さ
い
」
と
い
う
教
え
だ
そ
う
で

す
。
お
釈
迦
像
に
甘
茶
を
か
け
て

誕
生
の
お
祝
い
を
す
る
の
が

「花

祭
り
」
の
し
き
た
り
で
す
が
、
像

の
周
り
に
は
、
沢
山
の
花
が
飾
ら

れ
て
お
り
、
と
て
も
掩
麗
で
感
心

し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
「花
の
寄
せ
植

え
」
「社
協
の
人
を
講
師
に
ゲ
ー

ム
」

「押
し
花
」
「夏
祭
り
の
作
品

作
り
」
「食
事
会
」
雰
プ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
港
動

を
し
て
い
ま
す
。

◆
後
、
も
う
少
し
会
員
が
増
え

て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま

す
。

自分の作品は格別です。

「受賞おめでとうございます」
8月 28日 、県民総合福祉大会が倉吉未来中芯 (倉吉市)で、県

内の福祉関係者ら約1,500人 が参加し開催されました。本町から

は社協役職員やボランティアの皆さん等31名が参加しました。

本社協が推薦し受賞された皆様と、南部町関係で受賞され

た方々を紹介させていただきます。

永年に亘る福祉活動に対しまして、心から感謝申し上げます。

《鳥取県知事表彰≫
民生委員・児童委員功労者

≪鳥取県社会福祉協議会長表彰≫
社会福祉施設。団体役員功労者

ボランティア功労者

≪鳥取県老人クラブ連合会長表彰≫
個人表彰の部

▲県知事表彰を受けられる笹谷さん

社会福祉施設・団体職員功労者

≪鳥取県身体障害者福祉協会長表彰≫
自立更生者

(敬称略)

田
佳
区

氏  名 所属・役職名

笹谷 順子 南部日丁民生児重委員協議会 副会長

入□ 幸子 南部町民生児童委員協議会

氏 名 所属・役職名

藤 井 ますみ 祥和会 祥福園  主任調理員

氏 名 所属・役職名

青砥 利明 南部町身体障害者福祉協会 副会長

「平
成
二
十
六
年
度
い
き
い
き
サ
ロ
ン
連
絡
会
」
開
催

サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
！

九
月
三
日

（水
）
、
プ

ラ
ザ
西

伯
で

「い
き
い
き
サ
ロ
ン
関
係
者

連
絡
会
」
を
開
催
。
当
日
は
、
町

内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
の

代
表
者
の
方
や
お
世
話
役
の
方
な

ど
、
五
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
回
の
連
絡
会
は
、
十
月
に
開

催
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
展
示
す
る
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ツ
プ
を
使

っ
た
大
型
壁
画
作
製
の
お
願
い
と
、
サ
ロ
ン

に
役
立
つ
レ
グ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
で
し
た
。

請
師
の
南
部
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
内
田
恭

雅
氏
か
ら
は
、
脳
を
汚
性
化
さ
せ
健
康
寿
命
を
仲
ば
す
効
果
が
あ

る
と
し
て

「指
運
動
」
や

「腕
体
操
」
等
の
指
導
が
あ
り
、
「早
速
、

サ
ロ
ン
で
や
っ
て
み
た
い
」
と
の
参
加
者
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
キ
ャ
ッ
プ

ア
ー
ト
づ
く

り
や
社
協
職
員
に
よ
る
簡
単
な
レ
グ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
、
「後
出
し
ジ

ャ
ン
ケ
ン

勝

っ
た
ら
負
け
よ
」
「わ
り
ば
し
出
し

ゲ
ー
ム
」
の
紹
介
も
あ
り
、
会
場
に
は

大
き
な
笑
い
声
が
響
き
渡

っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
サ
ロ
ン
で
使

っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
そ
ろ
え
て
い
る
レ
グ
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
用
具
も
い
く
つ
か
新
し
い
も
の

を
購
入
す
る
予
定
で
す
の
で
、
是
非
サ

ロ
ン
汚
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

小早川洋子 会見調理ボランテイアグループ

長岡ちか子 会見調理ボランテイアグループ

赤井 睦子 会見調理ボランテイアグループ

新居 陽子 花―輪の会

吉村佳余子 花―輪の会

山中 京子 花―輪の会

北野貴美枝 花―輪の会

福間 幸子 花―輪の会

力B藤紀巴子 南部町赤十字奉仕団

橋秦  淳 南部町赤十字奉仕団

板持  薫 南部町赤十字奉仕団

花房 新子 四ッ葉会

遠藤恵美子 四ッ葉会

小林矢[l榮子 会見地区更生保護女性会

野□美榮子 会見地区更生保護女性会

古川由美子 西伯地区更生保護女性会

雑賀佐那枝 会見調理ボランティアグループ

西村 徳子 憂の輪協力員

田中  節 憂の輪協力員

栗谷美江子 愛の輪協力員

榎原 富子 調理ボランティア

大西くに子 調理ボランティア

荊尾 裕子 配達ボランティア

五丁 欲枝 南部町赤十字奉仕団

足立伊滓子 南部町赤十字奉仕団

桑名 綽美 南部町赤十字奉仕団

氏  名

野 □ 時 代

白 川 定 正

氏  名 所属・役職名

雑 賀 黎 子 南部町老人グラブ連合会 副会長

00



保育国での

Ｆ
極

蓼

J ・ヽ 中学生が夏休みボランテイア体験をしました。

】I

今年は、天候不順な夏休みでしたが、小学生 32名、中学生 72名が 「夏休みボランティア体験」

に参カロしてくれました。参力Dした児童、生徒自身の成長やボランティア活動の楽しさの発見と福祉の

心を育むことへとつながったことと思います。

肘
f

*伯者の国
*西部やまと園
*祥福園
*わかとり作業所
*ノームの糸車

*すみれ保育園
*ひまわり保育園
*ひまわり学級
*あいみ児童グラブ

お世話になりました。
ありがとうございました。

/

1年生

2年生

3年生

柏  直子

秦 妃芽佳

太田 愛乃

西田 彩音

有 田

愛未

拓相l

圭市

拓未

錦織 香乃

平田 花果

吉村  茜

金谷 美希

都田 月菜

岩尾  樹

土江 俊輔

青石氏 美月

松原 賢人

寺内 勇稀

景山 みく

渡邊有里佳

亀尾 太智

秦  千陽

岡田  陸
三原 壮介

仲田 萌音

野間 優香

秀

阪□莉桜菜

田部健太郎

西村明日華

原田 貢帆

遠藤 百奈

因田 衣里

仲田ひなた

宇田川心之輔

能登美古都

岩田 鈴奈

吉持あゆみ

濯田 瑞生

永江

中野

田中

大西

種田

三好

永江

吉村

□佳

七海

望月

千咲

佳穂

佑季

未来

優香

士がく田

5年生 田中 高太

6年生 秦野 矢E都

森  拓斗
山根茉優花
遠藤 南菜
瀧山 千晶
岩本  翼

5年生 岡崎 健吾
山中 りん
三原 登吾

妹尾  藍

小早川博紀

6年生 中原 住南
玉川 瑞希

青石氏
山本
清水
三嶋
亀厖
田中

美友
美咲
菜々
友歌

光
徹也

岩本  慧

原  明弥

市原 美海

佐藤 真名

小早川華絡

尾見 汐音

伊澤 由莉

れ田サ〕`十か
ヽ

鴨哭

子

鴨
田

〓
一

紅

貴

実

友

野

辺

岡

渡

凪紗正

田

□

羽

押

谷

磨

由

秦

子

史

紀

　

月

育

慧

井

鴨

海

原

原

新

三

来

藤

梅

尚

美

哉

友

音

音

希

亜

利

　

楓

彩

友

森

井

田

原

藤

澤

澤

安

中

安

梅

遠

藤

伊

生

　

　

生

　

生

年

　

　

年

　

年

１

　

　

　

　

２

　

　

３

錦織

新井

井田

廃戸

中原

石原

岡田

志乃

匠

汐音

希望

有希

拓海

有生

学童保育での体験

サービス
者ヽ施設での体験

法勝寺中学校

会見Jヽ学校

0

竜輝

コ`y古 あゞI,ま されます。

0



(平成 26年 6月 1日～平成 26年 8月 31日受付)

寄附者名 集落名 故人名 金 額

濱田 晋作 崎 誠子 金二封

梅原  功 御内谷 登美子 金一封

赤丼 厚生 金 ヤチエ 金一封

野口 勝行 鶴 田 勇 金一封

木下 精二 原 深田昌弘 金一封

赤丼 剛毅 朝 金 ウメノ 金一封

力日藤 友生 住 康浩 金一封

吉江 志朗 宮前一 憂子 金一封

山本  茂 倭 さよ子 金一封

本田 智志 大木屋 勇 金一封

菅田多津子 東西町4区 博司 金一封

佐藤 浩不□ 法勝寺4区 信治 金一封

細田 史郎 常 清 一榮 20,000円

松本 充博 東西町1区 美智子 金一封

遠藤  修 大木屋 よし子 金一封

板持 俊博 浅 丼 圭吾 金一封

安原 啓吾 池 野 港子 金一封

◎ご寄附の際に、広報紙への掲載を同意された方のみ載せてしヽます。

◎寄附金額等の記載につきましては、寄附者ご本人の意思によるものです。

(敬称は省略させていただきました。)

寄附者名 集落名 故人名 金 額

中本 行雄 不日子下鴨部 金―封

川原 勝恵 宮前二 新井美汝子 金―封

長見 一敏 城 山 春雄 金―封

大江 克巳 市 山 艶子 金―封

梅原 勝利 御内谷 孝子 金―封

寄附者名 集落名 金 額

永栄 恵三 宮前一 金一封

小早川―行 高 姫 金一封

玉木 操枝 市 山 金一封

山中 京子 市 山 金一封

頂戴しました寄附金は、地域福祉委員

の活動費・ なんでも相談所開設経費・い

きいきサロン活動助成金・地域振興協議

会ふれあい部 (福祉部)助成金など、地

域の福祉活動の財源として活用させてい

ただいています。

香 典 返 し

見 舞 い 返 し

◆
年
度
も
、
多
く
の
小

。
中
学

生
が
、
夏
休
み
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験

に
参
加
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

体
験
を
通
じ
て
、
色
々
な
こ
と
を

学
ん
で
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
体
験
が
子
ど
も

達
に
と

っ
て
、
明
る
い
話
題
に
な

る
よ
う
に
願
い
た
い
。
表
紙
と
四

・

五
ペ
ー
ジ
に

一
部
掲
載
し
て
い
る

が
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
家
族
の

皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
紙
面

を
見
て
ど
う
感
じ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
。
児
童
虐
待
の
発
生
が
多
く

な

っ
た
と
の
報
道
を
見
る
と
き
、

地
域
は
ど
う
向
き
合

っ
て
い
く
の

か
、
子
ど
も
達
が

の
び

の
び
と
で

き
る
環
境
と
は
何
か
を
、
真
剣
に

考
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

体
験
に
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

達
の
、
明
る
い
笑
顔
を
見
た
と
き
、

地
域
が
ど
う
関
わ

っ
て
い
く
か
を
、

教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

（田
子
）

0 0

死雲に を果し七● !

翔

「プールJ:産ぴ

のびのびでは、フ月8日から8

月末までの毎週火曜日、木B理

国の10:15～11:15まで

プール遊びを行いました。

「夏まつりJ

「東西町フラダンスの会」のみなさんに、夏らしく優雅な踊りを披露

していただき夏まつりがスダート!

くじ引き、ヨーヨー釣り、キャンディすくい、トンネル、魚釣り、ポンポ

ンプールを楽しみました。アンパンマン音頭の踊りもあり、13組の親

子が参加。子育てボランテイアグループさくらんぼの会員によるおは

なしも集中して見ていました。

「おはなし,ドンJ:公演会

9組 。12人 が大型絵本、パネルシア

ダー、人形を使つた手遊びなどのお話

の世界を堪能しました。

0 玄関には七夕飾りの笹を用

意し、短冊に願いを書いて

飾りました。

「敷 急 敷 命 法 語 習 会 J

日本赤十字社幼児安全法

指導員に乳幼児対象の救命

法実技 CL幼児用AEDも使

用)や、日々の生活で起こり

うるケガ等の対処法などを

指導していただきました。

7月30日困
8月20日困

9月 18日困



赤い羽根共同募金助成金を

活用して実施します。

と き:10月 26日 (日 )9:00～ 14:00
ところ:農業者トレーエングセンター(天萬庁舎横)

件P響 }」
・」‖」」」世llllllllll

ステージ

,PPμ」」」」と世世占士学件昔琴営̀件件士

新たにたくさんの笑顔写真が展示され、

皆さんをお出迎えします。

スタンプラリーも登場しますヨ !

展示・コーナー
⑬ペットボトルキャップアート展示
。みんなの実顔写真展示
⑬いきいきサロン活動紹介コーナー
。ものづくリコーナー
9健康測定コーナー
e遊びコーナー
④フリーマーケット
@屋台コーナー

災害義援金を募集しています
今夏、大雨や台風により各地で大規模な災害が発生し、家屋等の損壊や犠牲者も出ています。

被災県の共同募金会では、鳥取県共同募金会を通じ被災者支援のための義援金を受け付けています。

南部町では、募金窓口を総合福祉センターしあわせ・いこい荘に置いています。受付期間はそれぞれ異なりますので、

詳しくは南部町共同募金委員会 (南部町社会福祉協議会内 電話:66-2900)までお問い合わせ下さい。

嬢オープニング(9:00～ )

嬢福祉活動・ボランティア活動功労者表彰式
5・6級ヘルパー認定式

⑫ペットボトルキャップアートづくりの紹介
鰺夏休みボランティア体験発表
鬱よさこい「鳴子隊」
鬱わくわく抽選会

今年の目玉は…?お楽しみに(*∧。A*)

園  「広げようボランティアの輪、つなげよう心とこころJ

～この想い、未来へはばたけ～

――

ヽ

夏休みボランティア体験の子ども

たちの笑顔がいつぱいだね !

赤い羽根共同募金が始まりました。
今年も10月 1日から全国一斉に、赤い羽根共同募金運動が始まし,ました。

この募金は、集めた地域に約7割が還元され、地域の福祉活動の貴重な財源として活用されています。子どもからお年

寄りまで、みんなが一緒に安心して暮らせるまちづくりをしていくことが目的です。

南部町でも、世帯・事業所。職域・学校などで募金活動を行つていますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

募金期間 :10月 1日～12月 31日
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